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町
民
の
皆
さ
ん
が
長
い
間
強
く
要
望
し
て
お
リ
ま

し
た
「
福
祉
パ
ス
」
が
、
こ
の
た
び
お
目
見
え
し
、

去
る

9
月
日
臼
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
日
、
運
行
に
先
立
ち
、
午
前
9
時
か
ら
役
場
正

面
玄
関
前
で
は
、
新
装
な
っ
た
「
福
祉
パ
ス
」
(
三
菱

ふ
そ
う
定
員
位
名
)
を
前
に
運
行
開
始
式
が
行
な
わ

れ
、
竹
内
町
長
か
ら
パ
ス
運
行
に
つ
い
て
の
挨
拶
の

あ
と
、
運
行
従
事
職
員
に
「
安
全
運
転
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
日
と
パ
ス
の
鍵
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

女
子
職
員
か
ら
贈
ら
れ
た
花
束
を
胸
に
運
転
従
事

ι引
が
ハ
ス
に
来
リ
組
み
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
る
と

竹
内
町
長
、
深
作
議
長
、
大
谷
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
、
大
き
な
拍
手

の
中
を
出
発
し
ま
し
た
。

乗
り
初
め
は
、
こ
の
日
開
催
さ
れ
た
町
主
催
の
敬

老
会
に
参
加
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
方
々
で
、
夏
海
神

山
地
区
に
向
っ
た
パ
ス
は
一
日
中
会
場
の
茨
交
ビ
ー

チ
パ
レ
ス
を
起
点
に
送
迎
に
活
躍
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
町
主
催
に
よ
る
諸
行
事
等
に
幅
広
く

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

9
月
日
日
は
「
敬
老
の
日
」
ま
た
、

こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週

潤
」
で
す
。

お
年
寄
り
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
、
氷
年

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

何
で
は
去
る
9
月
日
目
、
茨
ぃ
父
ヒ
ー

チ
パ
レ
ス
に
刊
寸
以
上
の
ん
一
、
五
割

一
一
名
を
お
招
き
し
て
紋

ι会
を
川
聞
き
、
皆

さ
ん
の
長
寿
を
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
り

当
日
は
秋
晴
れ
に
恋
ま
れ
閉
会
の
叩

時
に
は
会
場
が
洲
円
以
と
な
り
、
竹
内
町
長

よ
り
お
祝
の
こ
と
ば
と
、
出
席
さ
れ
た

高
令
者
小
川
純
一
郎
さ
ん
夫
妻
に
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
次
に
深
作
町
議

会
議
長
、
大
谷
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
式
を
終
了
し

ま
し
た
。

続
い
て
演
芸
に
入
り
、
東
京
丸
・
京

ゼ
l

ご
両
人
の
漫
才
、
つ
づ
い
て
二
葉
百

合
歌
さ
ん
の
浪
曲
に
み
な
さ
ん
聞
き
ほ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
の
老
人
芸
能
発
表
会
で
は
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
民
謡
、
舞

踊
、
詩
吟
、
歌
謡
曲
等
の
熱
演
を
お
楽

し
み
い
た
だ
い
た
り
、
書
道
、
絵
画
等

の
老
人
作
品
を
覧
て
、
楽
し
い
一
日
を

遇
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
案
内
、
接
待
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
各
地
区
婦
人
会

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

大

洗

町

勧
進
元

長
寿
者
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご

5
い
ま
す

昭
和
五
十
五
年
慶
大
洗
長
寿

出
演
者
出
口
問
者
は
次
の
方
々
で
す
0

0
老
人
芸
能
発
表
会
出
演
者
(
敬
称
略
)

西
野
と
き
信
田
と
め
古
向
精
彦
重

小
沼
は
る
渡
辺
初
江
井
川
英
之

深
作
七
之
助
桧
山
み
つ
小
泉
新
造

大
内
千
代

。
老
人
作
品
展
出
口
問
者

菅
谷
留
五
郎
稲
野
辺
喜
平

関

根

厚

内

山

光

正

寺
家
亀
喜
代
松
井
愛
子

関

根

敬

石

井

弘

道

天
野
満
江
石
田
い
と

滋
ヶ
崎
千
代
佐
藤
新

佐治g JI[ 大酔力日(
ケ上貫面部敬

間 i崎_.--， 三浦東称
ち宙 J ノ」、ロinxIi.大 m々
ょ吉まく次こぎ

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
石
井
藤

吉
郎
会
長
、
会
員
必
名
)
で
は
、
去
る

9
月
日
日
「
敬
老
の
臼
」
に
、
長
寿
の

お
祝
に
高
令
者
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
ク
ラ
ブ
が
毎
年
恒
例
と

し
て
行
な
っ
て
い
る
事
業
で
、
長
い
間

社
会
に
貢
献
し
て
き
た
お
年
寄
り
の
-
}

労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
更
に
健
康
で
長
生

き
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
座
布
団
と
座

椅
子
の
お
祝
い
口
聞
を
お
贈
り
す
る
も
の

で
、
こ
の
日
石
井
会
長
、
土
子
社
会
奉

仕
委
員
長
、
佐
藤
広
報
委
員
長
が
長
寿

者
3
名
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
長
寿
者
の
方
は
大
変
喜
ば

れ
「
一
日
の
定
め
た
仕
事
を
確
実
に
消

化
す
る
。
読
書
等
で
頭
を
や
巾
に
使
、
っ
。
」

等
長
寿
の
秘
決
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し

て
下
さ
い
。

横
姻
州
エ
T

司
小
一
払
崎
品
主
九
八
オ
一
核
摘
出
す
昌
久
本
あ
さ
九
1
7

張
晶
君
主
藤
さ
え
却
を
ォ
一
番
議
中
特
需
作
あ
さ
九
五
茸

同

雲

桑

田

は

る

を

一

司

詳

川

崎

あ

き

九

日

可

否
側
主
両
派
あ
き
九
三
オ
ヘ
関
枠
町
小
拡
件
阿
南
さ
九
三
才

司
仲
町
小
林
さ
く
九
エ
オ

書
式
明
会
ri
桧
占
間
七
を
才

同
共
和
小
室
者
行
九
一
才

間
続
沢
町
小
川
て
く
九
一
オ

荒

谷

四

百

よ

し

九

牙

司 問

角
一
小
持
瀬
な
つ
壬
オ

昔
広
ロ
三
原
ま
す
九
0
1

小
持
、

Z
J平
港
時
る
九
O
オ

可
抗
町
久
官
ぺ
也
玄
九
o
オ

前
頭
税
金
止
伊
丹
水
く
ま
八
九
寸

間
新
町
部
キ
ミ
九
九
才

司
主
橋
本
よ
ね
ハ
九
オ

同
室
鈴
木
ふ
よ
八
九
才

問
孝
久
君
べ
ま
す
八
九
オ

十
両
中
宥
再
ロ
ロ
ふ
か
つ
へ
八
オ

市]司司

寺
町
金
田
中
ょ
う
八
八
オ

同

、
神
山
大
宮
内
て
い
へ
八
オ

震
関
根
き
く
八
八
オ

罰
委
三
、
代
て
め
八
八
オ

同同同

士川
h
k
p
E

で
め
八
八
オ

同

ま
憎
杉
占
り
ん
八
八
オ

朗
洲
町
巧
又
き
よ
ヘ
ハ
オ

大
洗
町
在
住
の
八
八
オ
(
米
寿
)
以

上
の
方
を
相
撲
の
番
付
表
に
な
ら
っ
て

「
長
寿
者
番
付
表
」
を
つ
く
っ
て
み
ま

し
た
。
(
敬
称
略
)

永
前
ィ
ヒ
且
ハ
由
暗
つ
九
v
J

方

致
事
、
丸
町
小
川
警
部
九
二
才

司

失

効

后

荷

よ

ね

Z

額

脇

雲

鶴

田

4
pり
九
J

才

司

雪

来

市

川

や

す

会

主

司
角
一
小
巧
帯
、
た
ま
九
0
1

同

雲

鈴

木

三

一

部

九
O

才

ふ
持
完
名
活
弁
ふ
ゆ
7
九
O
貴

司
雲
水
小
巧
諸
問
よ
て
九
oz

前
頭
角
一
小
野
瀬
む
な
〈
九
オ

雨

雲

川

L
芳
次
郎
八
九
才

同
罪
町
諸
民
込
ま
つ
八
九
才

向
認
可
鈴
木
で
き
八
九
オ

十
両
血
管
語
訳
本
か
つ
八
八
オ

ヨ
糸
町
具
一
月
守
山
マ
げ
八
八
オ

羽
等
小
、
神
野
ま
つ
ハ
ハ
オ

古
布
久
本
み
よ
八
安

全
町
小
泉
新
蔵
八
八
才

鶏
町
/
ず
森
い
そ
ハ
ハ
オ

zv政
木
か
ね
八
〈
芳

同同向1司同同時同

語
町
小
活
全
ば
け
の
ハ
ハ
オ

同

一
号
ー
小
泉
き
し
ハ
ハ
オ
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音r， 申 込
大きさ・形態 種 手IJ 占 数

h般 入
搬出

(教育委員会へ) (教育委員会へ)

10月27日(月)- 半切以上 書道・てん刻 10月27日(月)-
書 i草 10月29日。ω

仮巻又は表装 未発表作品
1人l点 10月29日休) 11月5日

9時-3時 日時-3時
午後

10月27日(月)- 凶切以と モノクロ又は 10月27B例)-
写 10月29日伝付 3点以内 10月初日付く) o寺まで

9 a寺-3時 額っき又はパネル張り カラ 9時-3時

10月23日(イくj 日本酒.i芋路・高iJ;塑 1人2点以内 10月23B附~

美 10月25日仕) 20号以下
美術工芸・版画等

時;'il(I・工芸 10月25日(:1:)
土曜は午前中 5点以内 土曜は午前中

10月23日(村 色紙又は短冊に書いて 鐙歌・詩・童議等 10月23B(本)-
詩 歌 10月28日(火) 発表する(詩はこの限 吟行会は10月19臼(日)東光台 l人2点以内 10月28B(刈

9時-3待 りでない) 地区公民館 9時30分-12時 9時-4時

色紙・短冊にて発表する 1人2枚以内 10月28日まで
官ド 匂

句会=大洗磯首立神社社務所 10月19日(臼)午前11時受付

生 花
10月20日まで 1mX1m川原目IJI 
各教室先生へ とする 磯浜公民館へ

11 月 2 日 ~4 El (会場立大洗町役場。消防署 a磯浜公民館)※ 

日
頃
の
町
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
成

染
を
燦
示
、
発
表
し
、
銃
朴
除
す
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
の

向
上
発
展
と
豊
か
な
町
民
性
の
高
揚
を

は
か
る
た
め
、
左
記
の
通
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

綴

主

催
大
洗
師
、
大
洗
町
教
育
委
員
会
、

大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会

⑬

期

間
叩
月
中
旬
!
日
月
上
旬

(
日
月
3
日
を
中
心
)

⑬
参
加
資
格

本
町
在
住
者
、
ま
た
は
町
内
に
所

在
す
る
学
校
、
事
業
所
等
に
通
学
通

勤
す
る
者
、
及
び
町
内
の
研
究
会
、

ク
ラ
ブ
等
に
所
属
す
る
者
。

@
お
問
い
合
せ

大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

盛

⑦

5
1
1
1
内
線
7
2

10月間百 ~11 月 16 日(会場=磯小体育館.-"争体育館@東光台地区公民館)

音日 期 問 ぷコス〉、 場
E担 込

そ !7) f血
(教育委員会へ)

10月18日仏)
トー

1虫陪・独奏・重羽詰・重奏・合自昌・合奏 1人1種尽
コE金3三 楽 午前幼・{果、和t磯浜小体育館 9月16日まで 演奏時間は10分以内

午後学校 ピアノ以外の楽器は個人で用意

日本舞踊 11月9日(ll) 磯 j兵小体育銭
9月20日までに教育委
員会又は各けいこ場へ

日今 詠
11月9日(臼) 大洗一中体育館

10月9日までに教育委 1人絶句穏度(2分以内)とするが、 l人で詩詠と
剣詩舞 員10会月又は海野収潮宅へ 噴IJ詩舞出場可

ト
民 言畠

11月16日(日) 磯 j兵小体育館
16臼までに教育委

民 舞 員会又は各けいこ場へ
卜一一

茶 道 11月2日(口) 東光台地区公民館 j茶券にて参加

※ 

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

に
、
左
記
の
方
々
よ
り
寄
付
が
ょ
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

善
意
銀
行
に
ょ
せ
ら
れ
る
ご
寄
付
は
、

恵
ま
れ
な
い
、
お
と
し
よ
り
、
し
体
不

自
由
児
者
、
生
活
関
窮
者
の
方
々
等
の

援
助
と
社
会
福
祉
の
た
め
、
生
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
云
う
趣
旨
に
よ
る
も

の
で
す
。

議
官
窓
銀
行
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た

ご
趣
旨
に
添
、
え
る
よ
う
、
町
内
の
恵
ま

れ
な
い
人
々
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、

皆
様
方
の
善
意
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
配

慮
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
町
長
の
皆
様
方

の
、
善
意
や
奉
仕
の
環
を
ひ
ろ
め
、
ボ

、Fや

」醐静

しE

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
幸
せ
で
、

明
る
い
豊
か
な
地
域
福
祉
の
推
進
に
努

力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

戸
い

昭
和
五
十
五
年
八
月
一
日
よ
り
九
月

十
日
ま
で
に
寄
付
を
よ
せ
ら
れ
た
方

マ
大
洗
町
役
場
管
理
職
会

五
O
、
0
0
0円

マ
大
洗
町
磯
浜
町
永
町
一
回
区

十
期
会
代
表
松
岡
卓
示

一O
、
0
0
0円

マ
大
洗
町
磯
浜
町
新
町
三
区
の
一

開
明
和
会
代
表
中
野
谷
千
尋

五
、
八
八

O
円

大
洗
の
海
と
別
き
れ
い
に

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

合
成
洗
剤
の
使
用
を
や
め
て
、
粉
石
け
ん
を

つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

粉
石
け
ん
と
合
成
洗
剤
の
違
い

粉
石
け
ん
と
は
・
圃
・
:

ヤ
シ
治
、
牛
脂
、
米
ぬ
か
治
な
ど
動

植
物
か
ら
と
れ
る
天
然
の
油
脂
を
原
料

と
し
、
こ
れ
に
か
性
ソ

I
ダ
な
ど
を
加

え
て
っ
く
り
ま
す
。

河
川
な
ど
へ
流
れ
て
も
、
水
中
の
徴

生
物
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ

や
す
く
、
水
域
の
環
境
に
与
、
え
る
影
響

が
少
な
い
も
の
で
す
。

グ〉

5凸目届
合
成
洗
剤
ど
は
・
・
・
・
..... 

石
油
を
、
王
な
原
料
と
し
て
、

L
A
S

(
A
B
S
，
)
な
ど
の
界
面
活
性
剤
を
化

学
的
に
合
成
し
、
こ
れ
に
リ
ン
酸
塩
、

ボ
ウ
硝
な
ど
を
加
え
て
つ
く
り
ま
す
。

湖
沼
な
ど
に
流
入
す
る
と
こ
れ
を
栄

養
源
と
し
て
横
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
水

生
植
物
等
が
異
常
に
ふ
え
て
霞
ヶ
浦
の

ア
オ
コ
問
題
の
よ
う
に
水
が
汚
れ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
一
方
で
は
、
手
あ
れ
や
人
体
に

及
ほ
す
安
全
性
な
ど
が
問
題
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

ス
ト
ロ
ボ
・

1
台

ヘ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
i
ト
ス
ト
ロ
ボ
Z
J

/
P
ξ
3
8
5
7

』

大
洗
町
磯
浜
町
二
、
四
一
二
番
地

パ
ー
ル
写
真
府

稲

沢

利

右
記
物
品
を
広
報
活
動
の
一
助

に
し
て
頂
き
た
い
と
、
町
広
報
公

聴
室
に
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

納
税
い
ろ
は
か
る
た
④

(ゑ)

い
つ
も
ま
っ
先

全

期

前

納

納
税
が
一
不
す
町
勢
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー

老
い
て
知
る
税
の
4

由
一
一
み
の
あ
り
が
た
さ

組
合
で
税
の
普
及
の

輪
を
ひ
ろ
げ

約
束
の
期
日
に
完
納

皆

の

義

務

真
心
の
税
を
納
め
て

町

栄

え

関
市
税
も
国
税
、
町
税

納

貯

か

ら

ふ
だ
ん
か
ら
備
え
よ
金
と

税

智

識

(り(扮(く)(付(ま)(同("') 

水
質
監
規
員
決
ま
る

こ
の
た
び
町
で
は
、
癌
招
及
び
掴
沼

川
水
域
の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
、
次

の
方
々
に
水
質
致
視
員
を
委
嘱
い
た
し

ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

郡

司

蒸

石

崎

三

議

官

佐

藤

義

石

崎

七

郎

後

藤

正

一

江

橋

朝

寿

郡

司

富

石

安

太

郎

関

信

男

栗

保

男
原根川l

(
成
沼
町
)

(
成
問
町
)

(
成
田
町
)

(
成
郎
町
)

(
大
貫
町
)

(
大
震
町
)

(
大
震
町
)

(
磯
浜
町
)

(
磯
浜
町
)

(
磯
浜
町
)

点

殿

町
内
に
は
、
鎮
守
の
祭
り
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
祭
礼
が
あ
る
。
そ
の
ど
れ

も
が
、
土
地
と
深
く
結
び
つ
い
た
い
わ
れ
を
持
っ
て
お
り
、
一
つ
と
し
て
同
じ

も
の
は
な
く
、
特
色
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
社
や
寺
院
な
ど
に
直

接
関
係
す
る
祭
礼
以
外
は
、
時
代
に
よ
る
生
活
の
変
化
も
あ
っ
て
、
少
し
ず
つ

形
を
変
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
素
朴
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
変
化
は
阜
く
、
二

度
と
克
ら
れ
な
い
、
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
祭
礼
も
あ
っ
た
。

戸
ン
バ
サ
ン

昭和一一一

0
年
代
ま
で
の
漁
業
関
係
者
の
休
日
は
、
船
止
め
と
称
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
も
天
気
な
ど
自
然
現
象
で
休
日
に
な
る
以
外
は
、
設
と
募
、
鎮

守
の
祭
礼
、
正
月
一
万
日
、
陰
暦
正
月
二
一
日
か
ら
間
二
一
二
日
ま
で
の
大
般
若
の

日
、
一
二
月
二
一
一
一
自
の
天
妃
神
社
内
祭
礼
、
陰
暦
八
月
一
日
の
八
朔
P
Jげ
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
自
前
の
漁
船
を
も
っ
て
い
る
漁
師
は
、
適
当
に
疲
れ
休
み
を
取
っ

た
が
、
船
主
に
雇
わ
れ
て
い
る
若
い
漁
師
は
、
そ
れ
も
自
由
に
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
若
き
漁
師
た
ち
は
、
海
岸
に
ア
ン
パ
サ
ン
と
称
す
る
神
を
祭
り
、

そ
の
祭
礼
と
称
し
て
、
船
主
た
ち
に
休
日
を
要
求
し
た
。

こ
れ
を
無
視
し
て
船
を
出
す
と
、
船
や
漁
具
に
い
た
ず
ら
や
い
や
が
ら
せ
を

さ
れ
た
と
い
う
。
古
い
時
代
は
、
そ
れ
も
神
の
し
わ
ざ
と
し
て
の
限
界
も
あ
り
、

そ
れ
が
許
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
休
日
要
求
と
し
て

の
神
事
は
、
第
二
次
大
戦
前
ま
で
は
、
茨
城
県
か
ら
福
島
県
の
漁
村
に
は
よ
く

見
ら
れ
た
風
習
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
当
地
方
で
は
昭
和
田

O
年
に
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
と
き
は
時
代
が
そ
の
よ
う
な
神
事
を
許
さ
ず
、
所
有
権
の
侵
害
と
い

う
事
件
に
ま
で
発
展
し
て
し
ま
っ
た
。
神
祭
り
の
ア
ン
パ
サ
ン
は
、
も
う
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ン
パ
サ
ン
と
は
、
河
波
様
と
記
す
る
桜
川
村
阿
波
の
神
様
の
こ
と
で
あ
る
。

阿
波
は
、
-
正
し
く
は
ア
パ
で
、
安
場
と
も
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
や
す
み
場
に
も

通
じ
た
。

4匙大洗港から出航する漁船
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ワ
ツ
シ
ヨ
イ
ワ
ツ
シ
ヨ
イ

み
こ
し
で
ワ
ツ
シ
ヨ
イ

町
内
を
ね
り
歩

子
イ共
み

し:議会さ

L、

去
る
8
月
四

-m臼
の
両
日
、
十
災
海

の
宿
並
は
鎮
守
の
秋
ま
つ
り
で
大
変
な

娠
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
小

雨
ま
じ
り
で
天
気
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
か
の

よ
う
に
、
今
年
は
例
年
に
な
い
人
出
が

あ
り
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
と
活
気
に
充

ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。
こ
の
盛
り
上

り
の
理
由
は
何
ん
と
い
っ
て
も
、
却
年

ぶ
り
の
子
供
神
輿
の
練
り
歩
き
で
あ

り
、
こ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
ら
れ
た
の

が
、
夏
海
小
学
校
で
用
務
員
を
務
め
ら

れ
て
い
る
小
野
瀬
正
雄
聞
き
ん
(
松
川

共
励
)
と
一
去
、
え
ま
し
ょ
う
。

おお

麦作功労者として

第106号

去
る
8
月
出
自
に
、
茨
城
県
、
主
催
に

よ
る
麦
作
振
興
推
進
大
会
が
関
係
者
約

四
名
を
集
め
、
ホ
テ
ル
大
洗
荘
で
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
麦
生
産
の
増
加
に
と
も
な
い
、

今
後
の
需
給
の
動
向
に
応
じ
た
規
模
拡

大
と
良
質
麦
の
計
画
的
生
産
を
図
る
た

め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
席
上
、
菊

池
邦
彦
さ
ん
(
磯
浜
町
間
)
が
各
賞
受

賞
者
の
先
頭
を
き
っ
て
、
県
知
事
賞
を

受
賞
さ
れ
、
表
彰
式
終
了
後
受
賞
者
を

代
表
し
て
受
賞
事
例
の
発
表
を
行
な
い

ま
し
た
。

菊
池
さ
ん
は
こ
の
発
表
の
な
か
で
、

平
和
待
の
現
在
、
「
米
の
生
産
過
剰
、
食

管
赤
字
・
穀
物
生
産
に
対
す
る
国
臨
時
負

(3) 

担
の
増
大
」
な
ど
と
、
米
麦
農
家
に
対

す
る
風
当
り
は
強
い
よ
う
だ
が
、
い
ざ

と
い
う
非
常
の
場
合
、
国
の
食
糧
自
給

体
制
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

平
和
時
の
現
在
に
あ
っ
て
も
こ
の
生
活

を
維
持
す
る
上
で
、
緑
地
帯
や
山
林
、

農
地
の
保
存
は
太
洋
の
存
在
と
同
じ
く

不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
な
ど
い
く
つ

か
の
例
を
具
体
的
に
示
し
、
農
業
と
い

う
職
業
を
通
し
て
地
域
社
会
や
国
家
に

貢
献
し
て
い
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
も

っ
て
仕
事
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る

と
結
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

精
農
家
菊
地
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
一

層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

小
野
瀬
さ
ん
は
小
学
校
運
動
会
用
の

飾
り
物
と
し
て
神
興
、
つ
く
り
の
依
頼
相

談
を
受
け
、
こ
れ
を
心
よ
く
引
き
受
け

そ
れ
か
ら
は
休
日
を
利
用
し
て
3
台
の

み
こ
し
づ
く
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

勿
論
、
材
料
費
等
一
切
の
経
費
は
自
弁

で
、
相
当
日
数
を
か
け
一
台
一
台
精
魂

こ
め
て
作
ら
れ
た
神
輿
は
鋼
板
で
葺
か

れ
、
手
作
り
の
味
が
惨
み
で
た
立
派
な

出
来
映
で
、
う
ち
2
台
は
ず
災
海
小
学
校

に
、
ー
ム
口
は
池
一
苅
松
川
子
供
会
に
そ
れ

ぞ
れ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
話
を
き
い
た
夏
海
子
供
会
(
大

川
啓
茂
会
長
)
で
は
早
速
、
こ
れ
を
借

り
受
け
却
年
ぶ
り
に
子
供
み
こ
し
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
、
深
作
孝
さ
ん
(
古

宿
、
建
材
業
)
ら
が
中
心
に
な
っ
て
働

き
か
け
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
も
の

で
す
。祭
り
当
日
、

3
ム
口
の
新
ら
し
い
神
輿

は
可
愛
い
小
学
生
た
ち
に
担
が
れ
、
集

ま
っ
た
人
々
の
暖
か
い
目
に
見
送
ら
れ

て
大
人
神
輿
と
一
諸
に
元
気
よ
く
各
常

会
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

去
る
、

8
月
山
品
目
(
日
)
茨
城
県
青
年

大
会
兼
全
国
青
年
大
会
予
選
会
が
、
水

戸
市
の
県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ
れ
、
柔
道
の
部
で
当
町
チ
ー
ム
が

東
茨
城
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
、
強
豪

を
連
破
し
て
、
み
ご
と
優
勝
し
、
来
る

日
月
6
日
か
ら
の
全
国
青
年
大
会
(
東

京
・
講
道
館
)
に
県
代
表
で
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

茨
城
県
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す。

戦

績

一
回
戦
東
茨
城
郡

5
l
o猿
島
郡

二
回
戦
東
茨
城
郡
5
1
0
下
館
市

準
決
勝
東
茨
城
郡
5

0

結
城
市

決

勝

東

茨

城

郡

4
1
0
水
戸
市

全
国
青
年
大
会
出
場
選
手

監

督

佐

藤

透

弘

(

明

神

町

)

選
手
(
軽
量
)
石
川
克
正
(
新
町
)

r

(

中
国
愛
)
檎
山
富
雄
(
新
町
)

か
(
中
量
)
小
沼
答
(
一
了

g)

W

(

重
量
)
蔀
靖
夫
(
祝
町
)

か
(
重
量
)
間
関
根
政
起
(
金
沢
町
)

ヶ
海
と
友
情
J

を
テ
!
?
に
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
茨
城
県
連
盟
第
2
地
区
野

営
大
会
(
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
茨
城
県
連

盟
第
2
地
区
協
議
会
、
主
催
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
茨
城
県
連
盟
・
大
洗
町
後
援
)

が
、
去
る

8
R
m
日
か
ら
お
日
ま
で
、

願
入
寺
境
内
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た。
地
元
東
茨
城
第
l
閏
を
は
じ
め
、
水

戸
1
、
2
、
4
、
5
、
6
、
7
団
、
勝
目
l

回
、
那
珂
1
団
の
9
国
間
人
の
参
加
の

一
万
に
野
営
大
会
が
行
な
わ
れ
、
当
町
か

ら
は
東
茨
城
第
1
団
8
名
の
ス
カ
ウ
ト
と

坂
本
信
氏
、
ほ
か
2
名
の
リ
ー
ダ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
。

野
営
大
会
は
、
救
急
法
、
水
泳
訓
練

水
泳
救
助
法
等
の
訓
練
の
外
に
野
営
調

理
ム
ロ
の
作
成
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
、

佐
臼
に
は
町
内
を
パ
レ
ー
ド
、
野
営
大

会
の
テ
!
?
「
海
と
友
情
」
、
モ
ッ
ト

ー
「
そ
な
え
よ
つ
ね
に
」
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
日
々
の
善
行
L

を
町
民
に
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

サ

リ
ス
ト
帥
人
、
か
参
加

1

1

関
東
甲
信
越
サ
イ
ク
リ
ン
グ
@
ラ
リ
l
県
大
会

i
i

去
る
9
月

H
a、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
、
本
県
を
は
じ
め
東
京
、

神
奈
川
、
埼
玉
、
新
潟
、
長
野
の
各
都
県

か
ら
別
人
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
大
集
合
。

こ
れ
は
、
第
訪
問
関
東
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
ラ
リ
!
茨
城
県
大
会
(
日
本
サ
イ

ク
リ
ン
グ
協
会
、
県
教
育
委
員
会
、
関

東
甲
信
越
サ
イ
ク
リ
ン
グ
連
絡
協
議
会

重量外iこ出ているとき
地震i之なっ控をう・..

ガス潟れに気をつける

事日市ガス、プロノマンガスの漏れているところ

や、カス漏れで道路のアス7アノレトがはがれて

いたり、ひび都れしていたりするところからは

急いではなれる。

嘩静

主
催
・
沼
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
、
玉
管
)

で
、
省
エ
ネ
と
健
康
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
普
及
を
留
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

た
も
の
で
す
。

鹿
島
灘
随
一
の
景
勝
の
地
、
大
洗
か

ら
焼
き
も
の
の
街
笠
間
中
巾
ま
で
、
「
水
と

緑
」
の
3
コ
i
ス
を
設
定

(
A
コ
l
ス
H
H

湖
沼
廻
り
叫
し
師
、

B
コ
i
ス
l
水
戸
借

楽
関
廻
り
m
U
E
師、

C
コ
!
ス

l
向
字
ヶ

浦
、
那
珂
町
・
常
北
町
廻
り
)
完
走
を

ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
す
。

出
発
に
先
だ
ち
開
会
式
で
、
竹
内
町

長
よ
り
「
本
町
で
大
会
が
催
さ
れ
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
。
沿
道
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
元
気
に
走
っ
て
下
さ
い
」
と

激
励
し
午
前
日
時
加
分
、
コ
!
ス
ご
と

に
出
発
し
た
。

沿
道
で
の
軒
民
の
盛
ん
な
声
援
を
受

け
な
が
ら
カ
い
っ
ぱ
い
ペ
タ
ル
を
踏
ん

で
、
笠
間
市
目
指
し
て
元
気
よ
く
走
っ

て
行
き
ま
し
た
。

橋を渡っているときは、揺れの小さいうちに

逃げる。逃げきれない場合は、橋のらんかんに

しっかりつかまっている。

曜静 山ぎわでは、山津波、屋くずれに注意する。

海岸では、漆波、高波に気をつける 0

4 

電島

曜轟 霊買をおおう

市街地の道路にいるときは、窓yゲラス、瓦な

どが落ちてくるので、衣服や持ち物など手近な

もので頭を保護する。

曜塾 すばやく近くの広いきE地やピJレ内に退避する。

建物内外は危険がいっぱい、広いさE地にいる
とき以外は、建物町中に逃げこんだ方が安全。

⑧ 狭い道路、場ぎわ、援、 )11ベリには近づかない。

特にブロ yク塀やレンカ塀はくずれやすいの

で近づかないように。

曜畢 僻れた電柱、切れた電線には絶対さわらない。
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¥
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み
わ
や
ま

ア
ン
パ
サ
ン
と
は
、
大
和
国
一
一
一
輪
山
の
ヤ
マ
ト
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
ク
シ
ミ
カ
タ

?
の
命
を
分
譲
し
た
阿
波
の
大
杉
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。

今
か
ら
千
二
百
年
前
、
栃
木
県
の
日
光
山
を
開
い
た
上
人
が
、
霞
ヶ
浦
を
航

行
中
、
暴
風
雨
に
あ
っ
た
。
上
人
が
一
心
不
乱
に
合
掌
し
て
念
仏
す
る
と
、
神

の
声
と
と
も
に
天
空
の
一
部
が
明
る
く
な
り
、
五
色
の
光
が
船
を
つ
つ
ん
だ
。

五
色
の
光
が
雲
に
な
っ
て
流
れ
る
中
を
、
船
は
滑
る
よ
う
に
進
み
、
阿
波
の
岸

辺
の
大
き
な
杉
の
木
の
あ
る
所
に
無
事
に
着
い
た
。
上
人
は
、
こ
の
大
杉
を
航

海
安
全
の

B
じ
る
し
に
し
よ
う
と
、
信
仰
し
て
い
た
一
一
一
輪
山
の
神
を
祭
っ
て
、

必
お

tさ
大
杉
大
明
神
を
創
建
し
た
。

こ
れ
以
後
、
大
杉
大
明
神
は
、
航
海
の
守
護
神
と
し
て
、
各
地
の
海
や
湖
そ

し
て
河
川
な
ど
水
上
交
通
の
要
地
に
分
骨
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
内
だ
け

で
も
一
八

O
の
分
社
が
あ
り
、
当
町
で
は
大
洗
磯
前
神
社
や
成
問
町
の
神
明
宮

に
境
内
社
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
校
か
ら
海
岸
に
、
祭
り
の
た
め
に
神
を

呼
ぶ
ぷ
仲
降
ろ
し
H

が
、
ア
ン
パ
サ
ン
な
の
で
あ
っ
た
。

戸
ン
パ
は
天
狗

古
い
時
代
、
日
本
の
各
地
に
、
ホ
ウ
ソ
ウ
と
い
わ
れ
る
天
然
痘
の
大
流
行
が

何
聞
か
あ
っ
た
。
七
三
七
年
に
、
貴
族
の
中
の
貴
族
と
い
わ
れ
た
藤
原
酌
郡
和

ゑ
ワ呂
が
他
界
し
た
の
も
、
こ
の
病
気
だ
っ
た
。

源
一
平
合
戦
の
と
き
、
大
杉
大
明
神
は
常
陸
坊
献
間
と
な
っ
て
現
れ
、
報
慌
に

協
力
し
て
壌
の
浦
ま
で
で
か
け
た
。
文
治
五
年
(
二
八
九
)
義
経
が
衣
川
で
他

界
し
た
あ
と
、
海
存
は
清
悦
大
法
師
と
な
っ
て
河
波
に
帰
っ
て
き
た
。

そ
の
と
き
も
、
関
東
地
方
に
は
天
然
疫
が
大
流
行
し
、
近
く
の
村
々
で
は
住

民
が
半
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
阿
波
で
も
病
人
は
出
た
が
、
法
師
の
加
持
祈

緯
に
よ
っ
て
、
重
症
に
な
ら
ず
、
死
亡
者
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
他
村

の
人
び
と
が
、
法
師
に
祈
祷
を
依
頼
す
る
と
、
明
神
の
縁
者
と
い
う
赤
い
色
を

し
た
天
狗
の
閣
を
借
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
村
内
を
ま
わ
る
と
、
不
思

議
な
こ
と
に
、
重
病
人
も
全
快
し
、
一
人
の
串
ぷ
官
、
も
で
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
大
杉
の
天
狗
は
ホ
ウ
ソ
ウ
の
神
と
も
な
り
、
人
び
と
は

先
を
争
っ
て
、
「
メ
ン
ト
ッ
ケ
エ
L

と
貸
出
し
用
面
の
交
換
に
行
っ
た
。

女
、
だ
け
の
祭

明
治
四
一
一
一
年
か
ら
、
祝
町
小
学
校
の
先
生
た
ち
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
司
郷

土
大
観
』
に
、
潮
祭
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
「
不
漁
連
キ
ノ
時
、
漁
夫
ノ
妻
・
母

ナ
ド
、
異
様
ナ
ル
身
ナ
リ
ヲ
シ
テ
市
中
ヲ
練
リ
歩
キ
、
船
、
平
ア
家
ニ
歪
リ
テ
踊

等
ヲ
ナ
ス
」
と
あ
る
。

か
つ
て
、
漁
師
の
賃
金
が
、
漁
獲
高
に
よ
る
一
種
の
出
来
高
払
い
で
あ
っ
た

時
代
、
漁
獲
の
少
な
い
と
き
が
つ
づ
け
ば
、
船
主
か
ら
の
わ
け
前
が
少
な
く
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
当
然
の
よ
う
に
生
活
は
苦
し
く
な
る
。
賃
金
値
上
げ
を
主
張

す
れ
ば
、
角
が
立
つ
。
そ
れ
を
女
だ
け
が
、
祭
り
と
称
し
て
訴
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
の
異
様
な
身
な
り
と
は
、
大
津
港
の
女
の
ア
ン
パ
サ
ン
か
ら
想
像

す
る
と
、
赤
い
ハ
チ
マ
キ
と
サ
ラ
シ
を
胸
ま
で
ま
い
た
胴
巻
・
自
の
パ
ン
ツ
と

い
う
ミ
コ
シ
を
担
ぐ
男
の
支
度
だ
っ
た
。
そ
の
踊
り
の
行
列
は
、
杉
の
木
に
し

め
縄
を
は
り
、
天
狗
の
面
を
縛
り
つ
け
た
も
の
を
中
心
に
、
「
阿
波
サ
7

大
漁
」

の
大
旗
を
立
て
て
、
船
主
た
ち
の
家
を
ま
わ
る
も
の
だ
っ
た
。
船
、
ま
の
家
で
は
、

神
に
た
い
す
る
奉
納
と
し
て
い
く
ら
か
の
金
銭
を
出
す
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
を

出
さ
な
い
と
、
な
か
な
か
つ
ぎ
の
家
に
移
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
主
つ
に
、
当
町
内
の
女
の
ア
ン
パ
サ
ン
は
、
潮
祭
と
い
い
、
議
漁
の
神
・

景
気
高
し
の
神
で
あ
っ
た
。
大
洗
釘
史
編
さ
ん
委
員

1工

原

忠、
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一、

0
0
0円

(
登
録
料
及
び
保
検
料
な
ど
)

O
申
込
み
方
法

日
月
刊
仏
日
(
日
)
午
前
9
時
大

洗
町
役
場
3
階
会
議
室
で
受
付

け
を
行
な
い
ま
す
。

申
込
者
は
、
必
ず
父
兄
向
伴

で
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
ス
ポ
ー
ツ
少
年

簡
の
説
明
会
を
行
な
い
ま
す
o

J
F小
学
生
の
み
で
の
申
込
み

は
出
来
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
せ
は

大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

愈
⑦

5
1
1
1
内
線

η

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
人
関
形
成
と

正
し
い
技
術
の
習
得
、
子
ど
も
達

の
体
力
づ
く
り
を
行
な
う
た
め
、

大
洗
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
の
団
員

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

。

種

目
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

O
対

象大
洗
町
居
住
の
小
学
4
年
生

か
ら
6
年
生
ま
で
の
男
女
。

O
会

員入
会
金

t~ 事昔書官

10月20日10月21日10月22810月24日

茨城行政監察局

水戸市北見聞J1 -11 

TEL 7.1<.戸(21)3347 

険一説明になっとくできない。

韓併このようにしてほしい。

惨処理がまちがっている。おそい。

惨どうすればよいか分らない。

惨不綴切な扱いをうけた。

など苦情や要望などをお持ちの方は、気軽に地元

の行政相談員か行政監察局ヘご相談下さい。

。たとえば

登記、国税、年金、生活保護、環境衛生、農地、道路、河

川|、建築、公害、その他一般許認可など。

また、国鉄、電電、専売、公団、公庫、事業団等のことに

ついての相談。

。相談の申出iま
直接、口頭で申し出られるのがよいのですが、手紙や電話

でも結構です。

昭和55年 10月17日(金) 午後|時-3時

大洗町役場 |階会議室

相談日

場所

日(月)(火)(水)(木)(金)

午
後

愛
犬
家
の
み
な
さ
ま
へ

昭
和
田
年
農
第

2
自
狂
犬
購
予
関

連
射
及
び
輩
録
の
襲
髄
足
つ
い
で

別
紙
臼
程
表
の
と
お
り
実
施
い
だ
し
連
絡
下
さ
い
。
〈
密
⑥
T
O
T
O
)

ま
す
の
で
¥
貴
所
有
え
に
つ
い
て
遺
漏
料
金

の
な
い
よ
う
に
御
濠
絡
い
だ
し
ま
す
。
注
射
料
金
一
、
七
O
O丹

尚
、
当
日
予
防
注
射
を
受
け
る
際
、
注
射
済
崩
宗
一
受
付
手
数
料
一
二
O
O円

犬
に
異
常
の
あ
る
場
合
は
¥
必
ず
獣
震
登
録
手
数
料
一
寸

0
0
0向

先

生

に

申

し

出

て

下

さ

い

。

当

自

都

合

計

四

¥
0
0
0円

に
よ
り
登
録
及
び
注
射
が
受
け
ら
れ
な
(
但
し
、
豊
録
手
数
料
に
つ
い
て
は

4
月

い
愛
犬
家
の
方
は
、
役
場
衛
生
課
に
御

1
9月
に
登
録
し
て
あ
る
場
合
は
不
用
)

期

場

所

一

詩

情
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祝

町

亀
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・
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い
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「行政相談」のお知らせ(無料@秘密)

らしを明る〈するための

について

茨
城
県
立
本
戸
高
等
技
能
専
門
校

徒

首

都

。ニ ー沼
詳の高 、1:r.経測建自宅ま溶 、が技手口
し者校応 理 動子 王立募で術明
く)卒募官事量築事機接円集 T4杢
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o 2職上 高もとに

業 " " "月 有す募
水 2委者 会部品る集
戸(定~ ..__..-....__..-...__.-....._.... --.........'--.._..r ろ で若い
市 4 所 左 す者た
元 7に宮 はし
吉)お科昭 sg ま
国 5たに和昭和 ぜす
田T5ずつ 56 和 55 ひ
- 0 ねい 2 年 55年受応
皇 0下て月 2 年 10 付 募
塚・さは 2 月 J1月 期 し
1 5い中日 2 月 2 間 て
8 6 卒ま日 29 日 は
7 1 以で l 臼附 い

2 5 上仕)I か

日
月
中
旬
か
ら
日
月
上
旬
に
か

け
て
水
戸
、
勝
因
都
市
圏
7
市
町

村
で
、
棄
の
動
き
を
と
ら
え
る
た

め
の
交
通
情
報
調
査
が
行
な
わ
れ

ま
す
。こ
の
調
査
は
、
将
来
の
総
合
的

な
交
通
計
画
を
た
て
る
た
め
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
調
査
は
登
録
さ

れ
て
い
る
車
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ

10月 19日(日)

午前 9時開会
(雨天のときは10月初日(日)に順延)

ヨ0其月

四

国

吋

圃

mma曹
司

、

た
事
利
用
者
に
つ
い
て
調
査
員
が

訪
問
し
て
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、
調
資
対
象
者
に
は
、
そ

の
旨
の
通
知
を
前
も
っ
て
致
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
下
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
洗
町
役
場

都
市
計
画
課

ヂ
ィ

i
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
自
動
車
(
、
ダ

ン
プ
@
大
型
貨
物
車
等
)
の
擦
料
に

は
、
軽
油
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
の
燃
料
に
、
灯
油
や
重

油
を
混
入
し
て
使
用
し
ま
す
と
、

エ
ン
ジ
ン
等
を
損
傷
し
た
り
、
燃

料
効
率
が
低
下
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
使
用
し
た
灯
油
等
に
対

し
て
も
軽
油
引
取
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
正
常
経
泊
券
」
使

用
し
ま
し
ょ
、
っ
。

軽
油
に
は
、

1
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
弘
円
却
銭
の
軽
油
引
取
税
が
課

本
一
戸
県
税
事
務
所

税
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
税
金

は
、
す
べ
て
道
路
の
建
設
や
修
理

の
た
め
の
費
用
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

使
用
し
て
い
る
燃
料
(
軽
油
)

に
不
審
が
あ
る
と
き
は
、
当
事
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